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研究成果の概要（和文）：10世紀以前に請来した典籍の大枠を把握するために、仏典や漢籍名が記載された目録
群の内容を比較検討し、類別・整理したデータベースを作成した。 その結果、テキストの請来ルートの系統と
しては、中国とともに朝鮮半島からの請来が一定の比重を占めたことを解明できた。また請来典籍が古代国家の
知識・思想編成に果たした役割とその変遷について、華厳宗や密教などの宗の再編成などの事例から研究を進め
た。また請来された典籍の地方への普及と活用の一端を、平安期以降の北陸地域の事例から明らかにした。なお
典籍目録群のデータは公開準備中である。

研究成果の概要（英文）：In order to grasp the outline of the texture brought before the 10th 
century, we compiled and examined the contents of the catalog group in which the Buddhist scriptures
 and Chinese names were listed, and created a classified and organized database. As a result, it 
turned out that the Korean Peninsula route, together with China, occupied a certain gravity as a 
line of the route which the text was brought. In addition, those of classical books is about the 
role and its transition played in knowledge and ideological organization of the ancient nation, was 
conducting research from cases such as the reorganization of the sect, such as Kegon and esoteric 
Buddhism. Furthermore, the situation of dissemination and utilization of text to rural areas was 
clarified from the case of the Hokuriku area after the Heian period. The data of the catalog of 
categories is being prepared for publication.
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１．研究開始当初の背景 
日本古代の宗教・知識体系の国家による編

成や、地方への知識の波及を総括的に把握す
るための前提作業として、古代の史資料で確
認できる典籍類の悉皆的な把握が必要であ
る。一方、基本的に舶載典籍を受容すること
で形作られた古代の思想・知識構造の把握の
ためには、つねに拡張・更新され続けたそれ
ら舶載典籍の請来ルートとその内容や請来
の担い手の性格を把握することが求められ
る。それらの作業は日本古代の「知」をとり
まく国際的環境の様相を具体的に解明する
ことにつながるからである。そのため知的資
産（典籍群）の東アジアからの流入過程や、
その流入ルートの特徴とその時代的変遷の
ありかたを解明していく。その際、諸国家間
を往来した公的使節の動向のみならず、東ア
ジア諸地域と交流を重ねるなかで典籍を請
来した 8世紀以降の僧侶等らの動向を詳細に
解明していくことも重要である。これらを踏
まえ、請来された典籍の内容を一点ずつ精査
し、典籍類が中央権力の仏教教学編成や思
想・学術の統合事業に及ぼした意義を跡づけ
ることが課題となる。 
他方、集積された典籍類とその列島各地へ

の拡散・分配が列島内各地に与えた影響につ
いての検討も、古代の知識・思想構造やその
変遷の把握のためには必要である。この点の
解明のための事例研究として、とくに北陸地
域への典籍の流布とその受容、および地方で
の受容された思想の中央への反作用などに
ついて考察する。 
２．研究の目的 
本研究は、日本古代に所在した諸典籍につい
て、10 世紀以前の典籍の所持（蔵書）と流布
状況を悉皆的に調査し、データベース化して
公表していく。その作業を通して、7－10 世
紀の諸史料中の諸典籍の所持主体・保管と管
理、貸借関係や書写のありかたについて検討
し、テキストの系譜と日本列島での伝播を、
社会的基盤と地域的偏差、時代的推移を考慮
して明らかにしていく。それらを踏まえ東ア
ジア世界の中での日での仏教を軸とした思
想の伝播と統合の過程を解明することを目
的とする。 
３．研究の方法 
10 世紀以前の日本列島に所在する典籍類に
ついて悉皆的に把握するため、仏典について
は、寺院資財帳、請来仏典目録に掲載された
経典類を網羅的に整理したデータベースを
作成する。漢籍類についても、六国史や法制
史料に書名が明記されているものを拾い上
げる。それらの作業を踏まえて中央国家機
構・寺院・貴族層らの蔵書の実態と管理方式
を解明する。それに並行し、請来された典籍
類の列島での活用やその結果としての中央
－地方での知識・思想・宗教状況の変容につ
いて、史料にそくして考察していく。 
４．研究成果 
（1）平成 26年度 

①正倉院文書中の典籍目録群のデータ整理
と検討、とりわけ内裏を中心とした国家機
構・有力貴族・寺院・留学僧らの典籍の所蔵
状況を確認した。その結果、8 世紀半ばごろ
までの典籍では、仏典・漢籍を問わず新羅か
らの請来典籍の占める比重が従来の想定以
上に高いことを明らかにし、その成果を学術
論文として公表した。②正倉院文書中の諸典
籍目録の復原・整理や平安期の章疏録との比
較検討を通して、華厳経関連典籍の古代国家
の宗教政策上に占める位置の重要性につい
て示した研究発表を2度の国際シンポジウム
で行い、その概要を予稿集に収録した。③研
究分担者（後藤真）は、正倉院文書データベ
ースのデジタル化に関わる学術論文を公表
した。④研究代表者および 2 名の分担者は、
平安期における仏教系典籍の社会的流布の
特質をさぐる事例研究の一環として、加賀温
泉寺周辺を現地調査した。そして研究代表者
はその成果の一端をもとに、古代北陸道地域
への文字・仏教文化の受容と変容について論
じた研究発表を行った。 
（2）平成 27年度 
①仏典目録群のデータベース化作業の過程
で、古代仏教の中で教学面で基軸的な位置を
しめた華厳宗の教学上の特質を、8～10 世紀
の経典目録類を比較検討することで示し、学
術論文として公表した。②また平安前・中期
の華厳宗の新展開の様相を、華厳宗の学僧道
雄による年分度者制度の拡充と、山城国海印
寺およびその子院（法勝院）の整備の動向や、
古代王権の宗教政策との関係から提示した。
そのうえでこれを新羅王権による伽耶山海
印寺創設や新羅華厳宗の整備の動向と比較
することで、日本華厳宗の特徴や当該期の王
権の宗教的指向性を解明した学術論文とし
て結実させた。検討の結果、平安前・中期に
おいても日本王権は、唐－中国江南王朝のみ
ならず、新羅－高麗王権の宗教政策の動向を
強く意識していたことを示すことができた。
③一方、請来経典の入手ルート特定のための
検討作業の一環として、入唐八家のうち、と
くに最澄・円珍らの滞在・寄港地である、江
南諸地域の寺院群や関連遺跡、具体的には天
台山国清寺・方広寺・龍興寺・峰山道場、近
隣の博物館などを見学調査した。④また、上
記の調査巡見の過程で、浙江大学人文学院西
渓田家炳書院211室にて研究発表を行うこと
ができた。⑤さらに研究分担者（遠藤慶太）
は、関連する学術論文集（著書）を刊行した。 
（3）平成 28年度 
最終年度にあたる今年度は、研究総括のため
の打ち合わせを行い、平成 26 年度以来進め
てきた、諸典籍データの蒐集・類別・データ
ベース化の作業のまとめに入った。 
①9 世紀の入唐僧らが作成した「入唐八家請
来典籍目録」（ただし宗叡の目録を除く）お
よび 9世紀末～10 世紀初めに作成された「安
然録」に掲載された諸典籍のデータベースを
それぞれ作成した。またそれら両者の掲載典



籍と「五宗録」および正倉院文書の「布施勘
定帳」に掲載された典籍群とを比較して、そ
れぞれの相互関係（重複・掲載・未掲載など）
を検討し、請来典籍の特徴を把握した。その
結果、八家のうち空海・円仁・円珍・円行ら
の請来典籍は密教典籍が大きな比重を持っ
たが、他方、最澄の天台典籍請来の他、常暁・
円仁・円珍についても奈良時代以来および未
請来の顕教典籍を多数請来していたことが
判明した。そのうち常暁の請来典籍類は、各
宗の学頭の要請をうけて請来したものを多
く含んでいたことも確認できた。あわせて 8
－10 世紀の寺院資財帳群に見える典籍群の
データベースも作成し、寺院での典籍の所蔵
状況を大枠的に捉えた。②漢籍類のうち六国
史に書名がうかがえるものについても研究
分担者（遠藤慶太）を中心にデータ化を進め
た。③以上の仏典の典籍目録群・資財帳群・
漢籍データについては、研究分担者（後藤真）
を中心として公開のための準備を進めてい
る。④研究代表者および研究分担者（遠藤慶
太）は、それぞれ関連する学術論文・著書を
まとめた。⑤また研究代表者は、関連する学
術講演を 2度行い、中央由来の仏教思想の地
方への伝播と地方での受容、およびそれらに
伴う思想の変容の動向について、越後・佐渡
を対象とした事例研究を進め、その成果を講
演にて発表した。 
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